
Ａ：十分
じゅうぶん

できている。Ｂ：ほぼできている。Ｃ：あまりできていない。Ｄ：できていない。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 授業
じゅぎょう

では、「わかった」または「おもしろい」と思
おも

える。 48.3% 51.7% 0.0% 0.0%

2 進路
し ん ろ

実現
じつげん

に向
む

けて目標
もくひょう

をもち、それに向
む

けて努力
ど り ょ く

している。 43.3% 43.3% 13.4% 0.0%

3 他
ほか

校と勉強
べんきょう

や運動
う ん ど う

をする機会
き か い

がある。(交流会
こうりゅうかい

、高体連
こうたいれん

など） 37.9% 31.0% 17.3% 13.8%

4 図書館
　と　しょ　かん

や図書
と し ょ

コーナーを利用
り よう

したり、本
ほん

や雑誌
ざ っ し

などを読
よ

んだりしている。 34.5% 41.4% 13.8% 10.3%

5 生徒会
せ い と か い

の活動
かつどう

（委員会
いいん かい

、行事
ぎ ょ う じ

、役員会
やくいんかい

等
と う

）に、積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

んでいる。 62.1% 37.9% 0.0% 0.0%

6
学校
がっこう

給食
きゅうしょく

を楽
たの

しみにし、栄養面
えいようめん

やマナー、手洗
て あら

い等
など

の衛生面
えいせいめん

について考
かんが

えな

がら食
た

べている。
58.6% 34.5% 6.9% 0.0%

7
多様
た よ う

なコミュニケーション手段
しゅだん

（音声
おんせい

、文字
も じ

、手話
し ゅ わ

、指
ゆび

文字
も じ

など）を活用
かつよう

して思考
し こ う

したり伝
つた

えたりしている。
58.6% 34.5% 6.9% 0.0%

8
学校
がっこう

では、友
と も

達
たち

と、お互
たが

いに分
わ

かり合
あ

える方法
ほ うほう

でコミュニケーションを取
と

ってい

る。
55.2% 41.4% 3.4% 0.0%

9 先生
せんせい

や友達
ともだち

、来校者
らいこう しゃ

に自分
じ ぶ ん

から元気
げ ん き

にあいさつをしている。 55.2% 41.4% 3.4% 0.0%

10 学校
がっこう

は生活
せいかつ

や勉強
べんきょう

などがしやすい環境
かんきょう

が整
ととの

っている。 46.7% 43.3% 10.0% 0.0%

11 交通
こ う つ う

安全
あんぜん

に気
き

を付
つ

けている。 83.3% 16.7% 0.0% 0.0%

12 寄宿舎
きしゅく しゃ

では安心
あんしん

して生活
せいかつ

をしている。（寄宿舎
きしゅく しゃ

生
せい

のみ） 52.9% 47.1% 0.0% 0.0%

＜学校評価アンケートの結果から＞

◎学力向上や進路実現に向けて努力している様子がうかがえます。時にはうまくいかずに自信を失ったり、落ち込んだりするこ

ともありますが、先生や友達とコミュニケーションを取りながら解決しようと努力する様子も見られます。

◎読書は、体験したことのない世界観を知ることができたり、正しい言葉の使い方を学ぶことができたりと、自分の視野を広げる

のに役立ちます。社会での活躍を間近に控えた高等部生として様々な情報に触れ、日常的な会話力を高めるようにしましょう。

＜意見や要望について＞

◎身近な人と自分からすすんで仲よくしたいという心がけや、校外での交流活動に対する意欲に関しての意見が寄せられまし

た。自分のことを知ってもらったり、相手のことを理解したりするために必要なコミュニケーション技術を日頃から磨き、様々な人

との出会いに備えましょう。

◎学校の設備についての意見がありました。歴史ある校舎での生活に不便を感じることも理解できます。安全に心地よく過ごす

ことができるように少しずつ整えていますので、みなさんも丁寧に清掃に取り組み、清潔感のある環境を維持していきましょう。
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